
 １　個別事項

番号 所　在 地番 林班 小班 地目
面積
ha

現況
樹種

現況
林齢

1 八代市坂本町百済来上 小野128 182 306 山林 スギ 78 2024.4.1
20年

2045.3.31
別添３参照 別紙図面参照

2 同上 小野128 182 306 山林 ヒノキ 78 同上 同上 別添３参照 別紙図面参照

3 同上 瀬越1630 198 28 山林 スギ 67 同上 同上 別添３参照 別紙図面参照

4 同上 瀬越1630 198 28 山林 ヒノキ 21 同上 同上 別添３参照 別紙図面参照

5

6

7

8

9

10

経 営 管 理 権 集 積 計 画

整理
番号

経営管理権の設定を受ける市町村（乙）
（名称） （住所）

八代市長 　　中 村　博 生 八代市松江城町1-25

経営管理権を設定する森林の森林所有者（甲）
（氏名又は名称） （住所）

山口　恵美子 八代市坂本町百済来上1593-1

乙が経営管理権の設定を受ける森林（Ａ）

経営管理権
の始期

経営管理権
の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理権に基
づいて行われる
経営管理の内容

（Ｃ）

木材の販売による収益か
ら伐採等に要する経費を
控除してなお利益がある
場合において甲に支払わ
れるべき金銭（Ｄ）の額の

算定方法

乙が甲にＤ
を支払うべ
き時期、相
手方及び方

法

備考

別添１参照 別添２参照

別添１参照 別添２参照

別添１参照 別添２参照

別添１参照 別添２参照

1.11

0.55



番号 所　在 地番 林班 小班 地目
面積
ha

現況
樹種

現況
林齢

同意印

1 八代市坂本町百済来上 小野128 182 306 山林 1.11 スギ 78

2 同上 小野128 182 306 山林 0 ヒノキ 78

3

4

5

6

7

8

9

10

この計画に同意する。

権利の設定を受ける市町村（乙） 名称 　印

権利を設定する森林の森林所有者（甲） 氏名又は名称 　印

乙が経営管理権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理権を設定する森林の甲以外の権原者（Ｅ）

備考
住所又は所在地 氏名又は名称 権原の種類

　　（記載注意）　(１)　この個別事項は、経営管理権を設定する者が異なる場合には、別葉とすること。
　　　　　　　　　 　(２)　共有者不明森林又は所有者不明森林に係る特例により定める場合は、特例手続により定めた旨が分かる書類を添付すること。また、森林所有者が変更となった場合は、
                           新たな森林所有者と元の森林所有者の氏名、住所が記載された書類を添付すること。
                     (３)  （Ａ）欄の「面積」は林地台帳に記載された地番ごとの面積を記載することとし、林地台帳に記載された面積が著しく事実と相違する場合には、実測面積を（　）書きで下段に
                           ２段書きにする。なお、当該経営管理権集積計画の対象森林の場所を示す図面を添付することとし、１筆の一部について経営管理権が設定される場合には当該部分を特
                           定することのできる図面を添付するとともに、備考欄にその旨を記載すること。
                     (４)  （Ｂ）欄は、「○年」又は「○○年○○月○○日まで」と記載すること。

八代市長 　　中 村　博 生

山口　恵美子
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28

八代市坂本町百済来上 小野128 182 306

182 306

　　別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

所在 地番 林班 小班

同上 瀬越1630 198 28

＜経営管理実施権が設定される場合＞
　○　経営管理実施権者が間伐、主伐並びに主伐後の植栽（鳥獣害対策施設の設置・維持管理を含む。以下同じ。）及び保育等の施業、木材の
　　　販売、森林の保護等の全部又は一部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定する前に乙及び経営管理実施権者で協議して
　　　決めるものとする。
　○　主伐後の植栽については、地拵え後、八代市森林整備計画の定めに沿って植栽を実施するとともに鳥獣害防止施設を設置及び維持管理を
　　　するものとする。鳥獣害防止施設の維持管理は、年1回、鳥獣害防止施設の周囲の見回り及び必要な補修を行うものとする。
　◯　なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮するものとする。
　○　病虫害及び気象害の予防のため、年１回程度の林道から目視による巡視を行う。

＜経営管理実施権が設定されない場合＞
　○　乙は、存続期間中に間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮するものとする。
　○　乙は、病虫害及び気象害の予防のため、年１回程度の林道から目視による巡視を行う

同上 瀬越1630 198

同上 小野128
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所在 地番 林班

　　別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

対象森林
木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

小野128 182

瀬越1630 198 28

同上 瀬越1630 198 28

小班

同上

八代市坂本町百済来上 小野128 182 306

同上

＜経営管理実施権が設定される場合＞
（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）
　　○　主伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から、主伐に係る経費、木材の販売に係る経費、主伐後の
　　　　植栽（鳥獣害対策施設の設置・維持管理を含む。以下同じ。）及び保育に係る経費その他経営管理に要する経費（森林保険の保険料
　　　　等）として乙が算定した額を控除した額とする。
　　○　利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費及び木材の販売に係る経費と
　　　　して乙が算定した額を控除した額とする。
（２．木材の販売収益の額の算定方法）
　　○　主伐及び利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。
（３．伐採等に要する経費の算定方法）
　　○　乙が算定する利用間伐に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示した経費の見
　　　　積書に記載した木材生産単　価に実際の木材生産量を掛けて算定した額と実際に運材に要した経費の合計の額とする。
　　○　乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、実際に木材の販売に要した経費の額とする。
　　○　乙が算定する森林保険の保険料については、森林保険を付保する期間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者が経営管理実
　　　　施権の設定を受けるに当たって乙に提示した見積額とする。
（４．留意事項）
　　○　経営管理実施権者が主伐後の経営管理を行うために要した経費の実費が上記（３．伐採等に要する経費の算定方法）により算定され
　　　　た経費の額を上回る場合については、その差額は経営管理実施権者が負担するものとする。

＜経営管理実施権が設定されない場合＞
（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）
　　○　経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。
（２．留意事項）
　　○　乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。



　　　＜相手方及び方法＞

　　　＜相手方及び方法＞

　　　　○　次の支払先に支払うものとする。

　　　　（支払先）　甲の指定する口座

　　（経営管理実施権が設定される場合）

　　　＜時期＞

　　　　○　経営管理実施権者から甲に対するＤの支払については、伐採後、木材の販売収入額が確定後速やかに行うものとする。

　　　　○　乙から甲に対して金銭の支払は行わない。

　　　　○　乙から甲に対して金銭の支払は行わない。

　　別添３　甲にＤを支払うべき時期、相手方及び方法

　　（経営管理実施権が設定されない場合）

　　　＜時期＞


